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木
市
が
初
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設
す
る
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一
五
戸
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奥
東
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二
九
沢
人
〈
五

一
税
金
を
忘
れ
ず
、
遅
れ
ず
納
入
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一
易
水
温
に
つ
い
て
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既
報
(
第

三

戸
)
日
尾
一

O
五
人
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一
六
期
限
や
指
定
期
自

主

寸

っ

て

い

本

寺

山

長

数

寺
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日

連

宗
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五
十
三
号
十
月
肩
書
心
の
通
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衛
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的
に
安
全
で
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一
こ
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く
た
め
、
納
税
月
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を
実
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り
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一民
一
概
及
び
日
尾
の
二
ケ
所

一な
水
道
を
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附
す
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こ
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な
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し
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自
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う
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山
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寺
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問
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世
話
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民
間
日
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尾
の
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事

長

線

髄
翻
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掴
圃
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園
園
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田
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一
見
解
と
協
力
に
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の
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出
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る

矧
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手
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一
月
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機
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闘
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圃
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業
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の
選
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に
問
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土
一
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引
ま
で

一
完
成
百

指

し

閣

議

圏

圏

冨

園

罷

一

高
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期
固
定
資
産
税
の
納
税
町

U
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て
い
れ
し
た
o

こ

問
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紅

騒

市
制
を
施
い
て
か
ら
=
一
年
目
一
れ
る
も
の
で
す
が
、
妻
斜
に

問
、
調
製
期
限

一
て
工
事
を
念
い

総

灘

醐

闇

臨

掴

闇

闇

一
通
知
昔
、
ま
も
な
く
各
戸
へ

一
れ
等
は
武
士
屋
放
で
あ
っ
た
り
永
凶
年

(

総

議

麟

離

の
川
和
二
十
九

T
、

あ

と

ベ

ー

す

る

電

器

の

制

度

が

昭

和

三

十

年

一

月

+

五

日

で

い
ま
す
o

こ

議

織

機

錨

聞

人
ι
ト

闘

闇

綱

送
法
さ
れ
ま
寸
が
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そ
の
納
期
足
軽
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牧
で
あ
っ
た
り
し
た
た
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一一
七

d
議

機

闇

旬
。

…
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ま

せ
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い

悦
漏
者
の
玉
、

撃

の
場
所
の
告
示
の
日
一
の
工
事
の
完
成

北

轍

繍
湖

閣

:
踊

闘

臨

一
日
は
本
月
=
十
五
日
と
な
っ
て
め
で
し
ょ
う
o

そ
の
東
小
路
の

)
城
代
を

緩

麟

薗

日
で
終
ろ
う
と
し
て
い
ま
オ

J

一
な
い
よ
よ
の
各
項
を
参
照
し
昭
和
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九
年
一
月
十
七
日

一
に
よ
立
削
東
城
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繍
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測

網
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，晶

画

期

一
お
り
ま
す
か
ら
、
納
期
限
内
に
一
角
に
木
行
山
長
教
寺
が
払
り

兼
ね
て
郡

h

畿
圏

毎
月
市
に
あ
っ
た
沢
山
の

I
て

下

さ

い

。

六

、

縦
慌
の
矧
間

(
県
議
中
立

一
三

一O
人
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一
議
盤

警

舗

と

}

警

へ一組

組

E
Z
-必
ず
納
め
ら
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
ま
す
。
日
蓮
宗
で
す
o

こ

の

寺

代

と

な

っ

一

説
組
閣
圃

来
誌
の
記
録
の
中
か
ら
大
別
し

二

、
淵
製
習

期

μ

の
期
間
〕
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1
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の
協
力
そ
切
望
し
て
止
み
ま
せ
は
文
明
四
年

(
一
四
七
二
)
今
た
頃
、
当

襲

j:圃

て
次
の
慌
に
勾
真
で
出
猷
し
て

一

士

一

月

一

日

一

月

十

日

か

ら

二

月

三

日

ま

一実
施
と
共
に
牧
師
答
祭
器
の
協

一

る

に

至

っ

た

と

き

。

ん

。

か

ら

四
百
八
十
年
程
前
に
、

僧

時

ま

ポ

武

闘
慰

霊

鰭

掴

み
ま
し
た
。

…
二
、
活
挙
権
者
申
請
期
間

て
会
五
日
間
〉

一
力
の
下
に
無
党
自
転
車
の

二

二
、
自
転
車
の

Z
2
2
-な
お
納
税

パ

思

設

け
た
目

一
の
日
教
が
越
中
雲

村
に
来
て

土

屋
敷
で

i

j
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…

十

=

月

一

日

か

ら

七

、

具
裁
の
決
定
期
間

一
斉
収
締
り
そ
実
施
し
て
、
無
鍛

一

市
町
村
を
変
更
し
た
と
き
o

一
的
の

一
つ
で
あ
る
滞
納
整
躍
に

創
建
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
あ
っ
た
、

今
の
長
教
寺
境
内
に

一
同
月
五
日
ま
で

異
議
の
申
立
を
受
け
た
日

土

札
自
転
車・
の
絶
滅
を
期
す
る
こ

一
布
の
規
定
に
よ
る
設
録
申
請
書

一
つ
い
て
は
、
第
一
次
と
し
て
少
て
い
山
支
寸
が
、
其
ゆ
後
百
年
天

郡

代
所
を
も
う
け
、
ご
L

に
九

一
三
、
農
業
委
員
会
か
ら
民
挙
管

ら
=
十
日
間
以
内

一
と
こ
な
り
ま
し
た
か
ら
、
市
民

一

一

数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
財
産
定

一
F
E
年
ハ

一
五
七
乙
こ
上
杉
ヶ
年
も
刊
み
ま
し
た
o
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れ
故
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理
委
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会
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申
請
書
又
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入
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期

μ

一
の
仙
大
な
る
御
協
力
を
お
願
い

一
に
川
、
目
撃
が

E
当
に
取
得

一
抑
処
分
の
た
め
訪
問
し
ま
し
た

一謙
信
が
越
中
に
攻
め
入
れ
ま
し
木
寺
は
大
一育
氏
の
菩
拠
所
A
な

お
萩
ニ

こ
れ
に
代
る
べ
き
文
書
を

三

月

五

日

一
い
た
し
ま
す
。

一
さ
オ
十
事
実
そ
証
明
す
る
に
足

一
と
ご
ろ
、
大
部
分
は
合
傾
即
納
た
際
、
秘
倉
城
が
落
減
し
、
こ
っ
て
い
ま
す
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証
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紙
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び

-
る
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を
な
け
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或
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半
額
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上
や
即
納
し
て
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-
の
寺
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兵
三
躍
っ
て
灰
慨
に
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官

保
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一
年
頃
か
ら
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ご

一自
転
車
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開
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あ
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ま
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な
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す
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ま
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。
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翌
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前
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の
規
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に
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自
転
一
ド
の
無
鍛
札
に
対
す
る
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弁
事
項
に
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い
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E
当
な
事
の
た
め
差
押
処
分
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執
行
し
た
に
再
建
致
し
ま
し
た
o
現
在
寺
民
家
は
勿
論
社
寺
も
役
叫
も
数
…

一
一

ヨ

一

五

お

千

〉

庁

苑

差

恭

一

罰
則
の
規
定

瓦

が
な
く
て
申
告
を
し
な
い
者

一も
の
は
わ
づ
か
九
名
で
あ
り
ま
町
に
は
等
覚
寺
と
勝
楽
寺
が
あ
回
に
一日一
っ
て
焼
け
ま
し
た
o

天

一

E
守
司

u
z、
.

奇

想

霊

安

一
号
車
の
所
有
者
ま
、
次
の
各
不

E
の
手
段
若
し
く
は
震
の

で
し
た
o

更
に
第
二
次
の
滞
納
整
り
ま
す
が
、
当
時
は
勝
楽
寺
の
保
六
年
の
魚
津
の
交
の
ご
と
一

一

一

r

i

こ

こ

一

こ

へ

一
揮
に
着
手
し
、
既
に
差
押
注
意
隣
に
長
教
寺
が
建
て
ら
れ
た
し
き
は
、
六
七

C
戸
J
H

類
焼
し
た

…

一
最
近
自
転
車
の
盗
難
や
亡
失

一
か
譲
受
け
先
六
の
証
明
書
を
提

一
号
の
一

L
該
当
す
る

t
至
つ

T
一
方
法
i
よ
っ
て
設

を
受
け
允

一
書
を
送
達
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
前
側
は
こ
れ
等
の
末
寺
が
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
の
時

一

一
の
事
故
が
ヒ
シ
発
し
て
市
民
の

一
出
し
て
い
た
ど
く
こ
と
に
な
り

一
日
か
ら
十
日
以
内
に
市
長
に
登

↑
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
i
一
こ
れ
ら
の
方
々
は
指
定
の
日
ま
あ
り
ま
し
て
、
名
の
通
り
令
く
寺
町
に
あ
っ
た
長
教
寺
水
東
小

…

一
皆
様
方
が
大
へ
ん
迷
惑
さ
れ
て

一
ま
し
た
。
こ
の
寵
明
書
の
提
出

-政

Y
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
対
し
、

寓
山
県
自
転
車
登
録
条

一
で
に
完
納
で
き
な
い
場
合
は
本
一
町
こ
と
ご
と
く
寺
で
開
ま
つ
路
の
町
奉
行
所
J
h

・
す
っ
か
り
隊

一

三
い
る
こ
と
土
忠
ひ
ま
す
。
市
で

一
の
な
い
も
の
に
は
錦
札
を
交
付

一}
ヘ

一
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
h
罰
金

一
月
二
十
日
ま
で
に
税
務
課
に
出

-
て

い

ま

し

た

。

え

尽

し

跡

方

も

な

く

な

h

り
ま
し…

ど
は
こ
れ
の
防
止
策
と
し
て
.
今

一
し
な
い
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

一
一、

売
買
、
交
換
、

贈
与
、
そ

一
五
千
円
は
下
、

魚
津
市
税
条
例

一向
か
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
お

-

今
か
ら
三
百
十
数
年

前

、

元

た

。

一

一一

後
あ
ら
た
に
自
転
車
の
鰭
札
を

一
か
ら
お
報
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一

の
他
取
得
方
法
の
如
何
に
か

一
第
八
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
過

一
句

ま

す

。

和

元

年

(

一
六
一
五
〉
頃
一

国

こ

の

様

に
し
て
明
治
初
年
に一

J
受
け
ら
る
込
合
は
、
購
入
先

一

な
お
市
で
は
こ
の
取
扱
い
の

一

、
わ
ら
ず
自
転
車
を
所
有
す

一
刻
三
万
円
以
下
か
科
寸
る
。

一

一

一
城
の
制
に
よ
っ
て
、
魚
津
賊
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
第
十
八
…
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道
沖
遭
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者
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行
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同
の
航
向
安
合
、
大

漁
祈
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祭
執
行
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成
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て
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市

農

業

委

員
選

挙

経
団
、
青
島
、
村
木

市
営
住
宅
沼
戸
完
成

倉

白

随

道関

ι 

ι 

通

惟
の
休
職
H
顕
上
人
が
町
悲
行

所
の
跡
で
あ
る
現
釈
の
地
に
此

の
寺
を
再
び
砲
点
せ
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

現
花
山
門
に
安
凶
5
れ
て
い

る
ご
一上
尊
保
は
、
小
野
引
の
作

と
伝
え
ら
れ
る
文
怖
の
も
の
で

元
武
山
の
能
、
芦
跡
村
の
芦
併

寺
に
安
置
し
て
あ
っ
た
も
の
だ

が、

一戸跡
中寸が
時
守
に
な
っ
た

際
、
…戸勝
山
の
入
、
数
名
に
患

夢
が
あ
っ
て
、

「
魚
凶
の
長
教
寺
は
有
縁
の

地
で
あ
る
か
ら
、
早
く
彼
の

寺
に
移
す
憾
に
」

と
の
事
で
あ
っ

た
の
で
、
明
治

十
二
年
に
こ
の
寺
に
お
迎
え
し

た
の
で
あ
り
ま
す
リ
と
こ
ろ
が

一争

こ
の
年
コ
レ

ラ
病
が
蔓
延
し
た

の
で
御
守
札
を
所
持
す
る
も
の

は
こ
の
恕
病
か
ら
逃
れ
る
と
言

い
伝
え
ら
れ
た
為
め
、
四
方
か

ら
こ

の
札
を
蛍
け
に
く
る
も
の

が

一
時
非
常
に
多
く
な
り
ま
し

た。
明
治
十
四
年
に
は
二
品
親
王

久
宮
朝
彦
親
王
の
御
親
筆
に
な

る
「
二
一十一噂
」
の
顔
面
が
下
賜

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
山

安
置
の
二
一土
尊
の
霊
験
顕
著
で

あ
る
こ
と
を
聞
し
召
さ
れ
御
信

仰
こ
と
の
外
深
く
、

且
つ
衆
人

に
御
霊
徳
を
知
ら
し
め
様
と
の

御
発
意
に
依
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
「
二一十一尊
」
の
頼
は

明
治
二
十
四
年
新
築
さ
れ
た
山

門
高
く
掲
げ
ら
れ
て
今
で
も
人

目
を
引
い
て
い
ま
す
。

明
治
十

一
年
明
治
天
皇
北
陸

地
方
行
幸
の
さ
い
、
魚
津
に
行

在
所
が
置
か
れ
、
時
の
皇
后
太

夫
杉
孫
七
郎
氏
が
、
附
一応
人
と

共
に

こ
の
寺
に
宿
泊
さ
れ
、
新

築

ιな
っ
た
階
上
で
凶
囲
の
風

光
を
眺
め
立
山
峰
山
抵
の
絶
景
を

み
え
て
、
凹
峯
楼
と
名
づ
け
自

ら
鐙
を
取
っ
て
‘

四
峯
楼
と
揮

一民屯
さ
れ
た
の
が
掛
布
残
っ
て
い

宇
?
ず
。

東
城
‘
日

尾

簡

易

水

道

工

事

着

手

↓ 

内

閣

治

国

大

臣

表

彰

↓ 

供

納

オ七

フロ
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田
方
町
の
県
道
に
埋
設
の

飲
料
水
竹
樋
等
の
処
置
じ

つ
い
て
シ
願
い

魚
浄
土
木
出
張
所
よ
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昭和29年 12月15日発行

水にりた 装 引在 さ近診り
樋はしり工い出これく療地 電
は前ます事た設のて鋪所先鉄
日白書日するに竹さたお 装 にか 魚
和 道 の関は、れめりさ至ら津
主路で係ロ土て‘まれる‘駅
十に、で 1管あとする区間前
年民I!関樋 ラの るの。こ間方の
ニ 設係が 1他飲道 との町鉄
月のの破をは斜路 に 県 の道
十飲方れか、水に 予道逓踏
五料々たけ鋪を現 定は信切

てIIIJい 棟ん御破はま だ日
下〉て 又 おか気れ、で 鏑 くま
さとは鉄知ら 毒 た鋪に 装 様で
い御魚管ら、でり 装 取工お鉄
。連 律 とせ 早 すし工替事願管
絡土のし速がた事えのいに
の木取まお 責 様にら施致取
上出替す剖をなよれ行し替
・張工。ベ負損つな上まえ
施所事 下い害てい前すて
行ハに さまに樋樋期。い
し港つ るせはが合日 た

幸R広市

漆

器

展

開

{雀

一 観や HU漆 てでる前徴のお々優
覧 願致器 、今ょをし入り浦美魚

名 をうし優次回うしま手ま々な障
;f，{j、要組 とま 秀 の市にのし不しま点 漆
み共す試 要 場なぐた足たでに器

魚 まにか作綱闘句生がに。におは
津納す、ら品に拓ま産、よそ名い戦
漆 。多、展ょをし底今つの声て前
総 数 精 示り目たを日て后を、迄
優 一々 会 、的。 箆 で段原博企堅
秀 般出そ魚とそ出は々材し国牢
試 の品開津しこす戦衰桝て習と

課そ 六五 匹l 三 二
への 、、

問他 後主 会 申 会
合詳 援催場 込 期
せ細
ては コ二宮 魚魚魚商二出日十二昭作
下、業山津津 津工十品開七十和品
き市試県商 市 71<71<日者 日五三展
い商験、工 族臨まは ま日十示
。工 場 寓 会 館課で十 でよ年 会
水 山議 へに二のりニ
庫県所 市月三二月

昭
和
二
十
九
年
度

米

作

「魚
津
一
』

ろ

決

第
=
回
水
稲
増
牧
競
捷
会
は

一
入
升
五
合
を
は
る
か
に
凌
篤
し

今
春
来
参
加
者
二
十
六
名
で
行

一
て
佐
吉
、
松
本
信
一
さ
ん
が
囚

わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
今
年
は

一
石
一
斗

一
升
の
牧
量
を
挙
げ
て

田
植
後
の
天
候
不
順
と
九
月
に

一
「
米
作
魚
津
一
」
と
な
り
ま
し

於
け
る
台
風
の
被
害
に
も
か
か

一
--c

わ
ら
ず
昨
年
の
一
位
一一一白
八
斗

一
式

津

上

木

道

事

業

一

年

現

在

約

千

五

百

戸

給

ァk

魚

昨
年
二
月
十
三
日
道
坂
水
制
地
工

事
に
着
工
、
十
二
月
十
三
日
市
街
地

の
一
部
に
給
k
ル
開
飴
し
-繭
米
一
ヶ

年
市
街
地
の
配
管
に
主
力
守
注
い
で

ま
い
り
ま
l
e

た
処
、
明
，釈
で
は
角
川

以
東
の

主
叫
管
路
に
低
長
-
万
米
余

を
敷
設
し
、
約

一
千
五
百
戸
の
皆
様

に
給
水
し
で
お
h
ま
ナ
。

こ
れ
は
計
一凶
犯
長
約
二
万
二
千
米

の
五

O
%
で、

消
火
位
の
設
置
は
計

画
一
四
五

三
叶
の
4
ち

一
つ
=
一
ケ
所

を
設
置
情
で
近
子
政
設
予
定
の
金
屋

踏
切
|
金
山崎
町
岸
本
魚
目
前
聞
の
完

了
代
よ
り
、
水
最
も
現
状
か
ら
念
増

す
る
こ
と
に
な
り
、

火
災
の
際
に
も

大
い
に
貢

献

す
る

こ

と
が
で
き
ま

す
。
管
敷
設
の
た
め
、
道
路
の
損
傷
を

は
じ
め
槌
々
と
御
迷
惑
を
か
け
て
お

り
ま
す
が
、
市
民
各
位
の
御
理
解
と

御
協
力
に
よ
h
順
調
に
工
事
の
進
捗

を
み
ま
し
た
事
を
感
謝

L
、
今
後
一

層
の
御
協
力
と
水
道
利
用
安
御
願
い

申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
現
在
管
の
新
設
箇
所
が
洗
管

の
た
め
に
夜
間
十
時
頃
か
ら
開
朝
五

時
頃
ま
で
大
量
の
放
水
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
水
圧
が
さ
が
っ
た
り
少

し
水
を
に
ご
し
た
り
し
て
御
迷
感
の

向
も
あ
る
事
と
存
じ
ま
す
が
御
諒
承

下
さ
い
。

(~日和27:げ月則)
節子主極郵便物認可j〈第58号)
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イま l く日を婦を営すば 資資 所得 ま用くとにで答体と問叫
す水族館スタンブ I 0数与女増で途な本木得を農すし(rJfではあ 的を

~へ 御か |たをえますすはり 宅平.を j普業 。て究すよりまなよ農〉 量邑〈
/ ~ 利ら | と増てで事か・ま義義 増す経 頂しかくまこ 事 〈業〉 万言{
( ¥ fl-j年口作程 |へ寸、、にら日せののすこ営 きてら御しとf7iUい経?をロ -t
( ) 下賀にり次水 年 |一 方そ腕な家本ん 木1:1:途と改 た目、判てにがわ営 f寸目 { 
/".. Y_:'_Þ" ，j~ ，~ ~ さ状備魚の族御賀 | 日針れに句族農 0質事はで 普 レ常此り農iJき きれ改! 童く

令京帝2 LJ:浦河川 I ~おり狩喜左手43ZBZ弱腰説会1 T W 「
て使シは用に |賃 えるた 0賃家をかか 業 、的 で際 会 たの御いが云く員災
せあ局プこを |はて労仕老牧族活さらは其は あににい皆尋 。、ぅ!一
、り窓をの 安頂働事幼入経かね非非の所 り:ii0iょこ機ね 具こム.. ω、，...，. '~・・.， e，-"，"勺

と其で日金万延老円百百 い作ます大業号云ずしる大合ので犬が大 る主来てく
云のあ 数 作円ー幼で人円米こ業す。農がにうしもときはでも銀大き 資 の義ま牧て
う経句を物見千婦す手と作とでか小は肝特こ点利はい作あ立行きけ本でのす入も
事営ま増‘ら人女が間しりが大ら農却要にと利益云程るり派のくれ主あ原。を日
にをしす苦れ手の援とては普農換でつで米わ益大え、面まに預なば義り混と大数
な管てた 産 れ間労金計‘一通よ金あてす作ざ少なま利積す経金り大でまをれにを
り理、め等まと力作算一日で句作れ不かりがならせ益がが営のまきあす活がす増
ます主のはすしこ物し町一あ利物ば利らはあかずんが犬、が同すいれ 0か即るす
すれ 人 手家。て一、て歩人り 益 や手守分適りら、。余き農なは。程ば すちこ事
。ぱは段族要も百膏も耕手まの適が招に期まず小大計け家り L例、 資 途非とに
よ専方労は=円 建 六作閉す大期あき余 J通す、農農にれの立落え利 木 に資がよ
、ら便働換十、等万二三。き 泊 りまる作よと必必なば場っしば潤が な本出つ

1111の鉢材、I たて 活 こあ子仲まと市しで県後付. .AØl'l~~'..... ~ 0金闘れるさ魚しし生た表警藤魚 感
s 、、、ル(111 薗 |下 有窮 に 針 ん 津 たて活。彰察時津 、
" .....'I¥TfI' -l11 ~ 千者要蔵は市 0金困十状 本光市 未公

j 円のす暮去大 五窮ごと部君東 た'?
寄歳るのる光 百者月金長は部 +人
t 附末費贈八寺 円に七ーか去中運'達
f さ援 用答日町 寄対日封らる学缶iけ-
{ -n護 をを、島 附し同贈人 ー 使うとJあ
.(t...金本廃虚 偉 が援君ら命日ーへ h
t まと市 JI:市L恵 あ謹よれ救富年」い
しし生しで美 り金りま助山生

，.. ..""....~・... . ......・・'..角以・・.........・... .-..内'.向、 ."・， r-:.. ・'・ ， ~、..... ..-..内日、.'・'・〆司、、." ・./'.. ...，./"‘『‘".

+ 全全 企十
=学 iH会道 市岡市聴す簡理一
月校教開下三議=委議 会 る易=没月
一視育 催財+会 +員 会開市 水十林=
目察委 予言 目議九 会総催 議 道七協+
( 員 区(員日開務 会 分目議穴
水 会 議火協ハ他、 水担(会 日
〉委 会)議月 商 1首金土開(
員議会)工委条 ¥..../1佳金
天員開 水員例 ) 
神協催 産会に
小議 合公関

+
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で

77人

人n，h 
ヲ
A
M

、.
f
、f
・3
nun-h 

n
4
4
1
 

34件

46.597人

出生Z

死亡Z

人

女因

口

婚

歳
未
や
控
え
て
紘
一一
日

察
か
ら

お

知

ゼ

一
一
、
警
察
に
非
常
電
話
が
入
り

一ま
し
た
か
ら
、
軍
事
事
件
が
発

一生
し
ま
し
た
ら
、
非
常
電
話
を

利
附
し
て
下
さ
い
。

歳

，‘Z
 

A
4
-一五

持
一一一亡

7成

末

IW 

.!)丈

回

十な ヨ|三 i南 協し災
五お十十常十十常 力ま 警rH
H 、三二 警三 二 警突 をす戒消
、十円 JiJ成月月政施願かを|訪
二三 三ご 二二 期いら次段
十月十十 十十 閉ま、の関
八二 一 九 八三 す fliとで
日十 HH H U 0民おは
、ごまかまか 各り
二日でら でら {立実歳
十、 の 施 末
九二 御致防

サ のの前日
・約イハ打打よ 七

1:/十レ 一 銭 吹う時 三
/五シ 点 鳴なと十

約 '秒 と@を 警 午日
三 行鎖后

47;;¥ 点@い及九三
'1.:.7 と | まび時十
@約 の・すサにー
I :十 flE I 。イは臼
J 買. 打.レ、の
秒 〉 シ次午

(tlJ 立二"， 〆lI

Lフ

と
わ、

願

し、

通

話

の

要

聞

は

、

同

布

孫

難

被

害

が

あ

っ

た

ら

、

例
え
ば
窃
盗
事
件
が
発
生
し
た

-
現
場
を
其
の
ま
与
に
し
て
、
早

と
き
「
構
察
」
と

一
〈
警
察
へ
周
け
て
下
さ
い
。

云
っ
て
貰
え
ば
、
直
ぐ
電
話
局

二
ニ
、
交
通
に
つ
い
て
の
お
願
い

で
欝
察
へ

つ
な
い
で
下
さ
い
ま

一
付
歳
未
に
な
り
ま
す
と
非
常
に

す
か
ら
、
幹
号
は
い
り
ま
せ

一交
涌
が
頻
繁
に
な
り
、
事
故

ん
。
次
に
警
察
が
出
ま
し
た
ら

一
も
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
次
の

「
何
時
何
十
分
頃
何
町

O
O
方

一
点
に
民
意
し
て
協
力
し
て
下
さ

へ
同
ど
ろ
ぼ
う
』
が
入
り
ま
し

一
ぃ。

た
」
と
孫
請
い
て
順
序
よ
く
か

一
l
道
路
に
物
件
を
置
か
な
い
で

け
て
下
さ
い
。

一
下
さ
い
。

二
、
歳
未
向
犯
に
つ
い
て
の
お

一
2
路
上
で
遊
戯
を
止
め
て
下
さ

一

願
い
U

一
ぃ。

付
必
要
以
上
の
現
金
は
家
に
お

一
1
治
側
泊
行
を
励
行
し
て
下
さ

、
ず
、
銀
行
へ
刊
金
し
て
被
害

一
L
:

に
限
ら
山
よ
う
に
し
て
下
き
い

一
4.

飲
酒
し
た
ら
自
動
車
の
述

伺
戸
締
は
般
市
一
に
願
い
ま
す
。

一
転
は
絶
体
に
や
め
ま
し
ょ
う
J

伺
押
売
り
や
、
容
附
の
強
要
が

一
ι資
絡
1γ

持
た
な
い
そ
、
問
動

来
ま
し
た
ら
話
相
手
に
な
ら
ず

一
車
や
、
原
動
機
付
自
動
車
を
迎

き
っ
ぱ
h
断
っ
て
下
さ
い
U

一
転
し
な
い
よ
う
に
願
い
ま
す
。

伺
う
ま
い
金
の
も
う
か
る
話
に

一
ι雪
が
降
り
ま
し
た
ら
、
確
実

う
っ
か
り
乗
っ
て
、
詐
欺
の
被

一
に
除
雪
を
励
行
し
て
、
自
動
車

出口
に
躍
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
下
さ

一
の
沌
行
の
出
来
る
よ
う
に
し
て

い

。

置

い

て

下

さ

い

。

市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

全
四
日
ハ
土
)

葛
西
日
本
赤
十
字
社
副
社
長

鹿
没
林
視
察
の
た
め
来
市

全

六

日

(

片
)

定
例
市
農
業
委
員
会
開
催

企
七
日
(
火
〉

定
例
市
農
業
委
員
会
開
催

道
下
財
産
区
議
会
議
員
懇
談

会
開
催

学
校
糾
懇
談
会
開
催

全

八

日

ハ

水
〉

福
島
県
北
今
没
郡
東
山
村
長

等
行
政
硯
察
の
た
め
来
市

全
+
日
ハ
金
)

道
下
財
謹
区
議
会
側
催

年
少
自
衛
隊
員
志
願
案

内

。 四三 二 ーも 会委 つ津
役!符広間花瓜後後野 川市見席、研、述じ、画、つ教員て市 社
本口 U!1FI1岡生膝藤崎村社をし教究社ベ、教を社て育が、社会
淵 玄 吉会述 て 育調会 るこ 育立会 い 委 委次 会教
謙太俊三嘉雄覚広栄太教 べ 社委査教 0 れ姿案教る員 l屈 の 教育
:て良I~ 弘自"文‘半作吉良IÇ 育る全員を育 に員す 育 かはさよ 育 法
、，、、加‘、.、 委 等 教会 行振 対 会 るドとどれう 設5r~

川秘 情!ぷ 広藤大間北島員で育のう興 しの 。関云んまに i量 十
岸 I同河r.嗣削長谷村 条 Ei:l二 あに会。に て諮 すうなし社粂五
庄 健左 十る関 議 必意問 ると職た 会 例条
久之吉む太ェ 消 紀 拾 名。しに 要 見に 諸 務 。教に
平 助平ら郎門瑞夫 操次 意出 な を応 計 iを社 育 よ魚

さ市た昭 提 二封記封価業項りか 五 四 三 二 ー すに塞と
い役し和な出十しし 筒 ・成を‘ら志、 、 ① ①、 、 ① ① ' ①、るよ 曹 す 防
。附て 三 お又日 募 十( 総績 記志 志願志ま十昭志い任まに成に空年採三任 ~ 海陸探以力互五分糎 'Ò 者三中こ期満満十日志こつをる f!bÏ
市 賠 十予はま 集 円 t在、合 間:mx願願者願で臼和版ま崩す昇績な)を用等刷士士士用上O以の以身で十学と勤の十年本願とて養技庁
民り年備郵で担切願 評 明し 嬰崇は手 か二受せ期。任につ曹経後陸 及 要要要 人で、上一上強あ年校。務男五四国資 に年成術で
諜ま三自送必当手者側書、に ー も統 ら十付ん閉 すよてにて、ハび員員員員あ六、以、健る 三卒 の 子 才月籍絡な少す部は
へ“す月術す着部をの)ハ中所通よ 十九期。は るつい 昇 三お海身約約約 る(両上胸でこ月業 意で以 ー を りのる門自
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